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は じ め に
この論文の目的は東北タイにおける-農村の社会階層を分析し,その構造的特質を明らか















































部落の戸数は 132戸であるが,先生 2名,賃金労働者 1名,無職 1名の世帯を除 くと,他の
128軒はすべて 農業に従事しているO 村人の所有する農地は全体で 2,533ライ であって,その
3) 例えばつぎのものがある｡HowardKevaKaufman,Bangkhuad-A CommunityStudy
Thailand.NewYork,1960.pp.33-36.KonradKingshil,Kudaeng-A VilageStudy
















































実質的自作農の 家族であり,世 帯主の平 均
年齢はもっとも低 く,30才 くらいである｡
そのほとんどは妻の生家と農地を 媒介とし 図 1 豪 族 の 周 期
て結合しているが,その生家の 家族形態は







かし数年すると,第 1回目の分離が起 こり,娘夫婦は別居 して世帯を分けるから,SFa型は2
個の nuclearfamilyに分裂 して, NFaと NFclに分かれる｡ついで 2人目の娘が結婚する
と,また Stemfamilyの形態をとるから,NFcl型は SFcl型に移行する｡そして,その娘夫

































これら32名の相互評価の結果は,すでに 本誌第 3巻第 3号に記 したところである｡7) この裏
で第 1に気づ く点は,作業者によって評価順位がかなり違 うことである｡評価順位の偏差が大
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写真2 牛 車 に乗 る少 年






























低限である｡下層農家の 多 くは NFa型 であり,NFb
が若干,他に単独家族が 1戸ある｡すべて,農地所有
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水野 :階 層構 造 の 分 析
26戸がこの層に属する｡ この層は,すでに述べた親族労働者,実質的自作農で構成されている｡










んだ農家は,その層内でも比較的地位の高 い ものであって,対象としなかった農家は対象 とし
た農家よりも下位にあるものと思われる｡







れと同じ世代の者が入る｡その意 味で,部落の階層構造は年齢や世代構成 と関連 している｡た
だ,この部落では,年長者が年少者よりも高い地位にあり,また尊敬されるけれども, この原
理を洗練 して部落の組織を積極的に強化することはな く,また年齢集団も存在 しない｡
図 2 階 層 ･世 代･親 族 肌 係
空 ｢旦 且 ⊇
監 禁 6.F 64ヰ6戸ヰ 56才 6千手 59キ54ヰ6ヰ
中 層 由 同 A 示 去由 56
52寸38キ 4卜‡ 56十 ヰoヰ 53ヰ 45士
下 層 f=0 5畠 80 0 74 74′32キ32キ 38キ 28ヰ29キ 38キ 32キ
注 :[コ内は世帯番号,ブランクは死亡
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Ⅲ 社 会 階 層 間 の差 異
1. 家畜 ･生産用具 ･日用品
家畜 ･生産用具の階層別所有状況は表 3のどとくである｡これらの項目のうち,威光の象徴
とみなされているものは牛 ･馬などの大型動物であって,両者とも上層農家,ことに上の上に

















表 3 家 畜 ･生 産 用 具 所 有 農 家 (93農家) (%)
??????
… ? ?? ?? ?? ??? 家鴨 撃 ご義編 機 雷霧景 牛車
35 32 19 8 100 73 59 57 22
26 13 3 13 97 73 63 60 10
4 4 4 4 73 42 11 19 0







水野 :階 層 構 造 の 分 析
表 4 日 用 品 所 有 農 家 (93農家) (,of)









???? ????? ??? ? ?? ??
19 16 19 3
27 30 27 17
27 12 8 0







ある理Lhtしては,第 1に過去 4年間に購入した米の量が少ないこと15),第 2に,ケナフ畑の
面積が多 く,売上高がよく,また家鴨の飼育活動がきわめて活発であるために,農業所得が一
番多いこと,第 3に農外所得としては,家畜の仲買い活動が最も微 しく,魚捕りからの収入も
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表 5 階 層 別 農 家 経 済 (93農家平均)
農 業 所 得(バーツ)
農 業 収 入
農 業 支 出
農 外 所 得
農 外 収 入
農 外 支 出
農 家 所 得
家 計 費
差 引 余 剰




労 働 人 口(人)
男
女





















39.5 19.2 43.5 17.8
31.3 14.8 33.1 12.9
6.8 4.0 9.1 3.7

































































水野 :階 層 構 造 の 分 析
の建立に献納された寄進額を階層別にみると,やはり中の上が一番多 くて421バーツ,第 2位
が上の上であって269バーツ,第 3位が 申 の下であって226バーツ,第 4位は 上の下で 165バ
ーツ,第 5位は下の上で99バーツ,第 6位が下の 卜で74バーツとなっているO上の下は体面が
あるので最低にはならないが,中の下よりも額が少ない｡ 下の上も同じ理由で,下の下よりも
わずかながら多 くなっている｡

























子の分割譲渡 ･相続分も相対的に大きいはずである｡ 表 7は分割譲渡 ･相続分と増加分を階層
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分ともに少な く,約 1ライである｡この層は親族労働者 もしくは実質的自作農家である｡かれ
らの当面の目標は家屋と屋敷地である｡たとえば,No.41は夫婦と子供 2人の 4人暮 しであ
り,結婚 して 5年 目になるが,その間に 野菜作りで 金を蓄積 し,1964年 に0.5ライ の宅地を
1,200バーツで購入している｡ しかしそればかりではな く,たとえば No.95のどとく農地を購
入 している者 もある｡この世帯は夫婦と子供の6人暮 しであり,10年前に結婚 して,4年後に
一世帯を分け,すでに家と屋敷地を購入 した｡その後,豚を飼い,縫物業をして蓄積 した金を村
人に貸 し付けて増やし,1964年に,17ライの水田と6ライのケナフ畑を13,100バーツで買い求
めている｡その他 No.0,No.74,No.74′,No.110は少 し極端であるけれども,その他 も副業
にはげみ,着 々と準備 しつつある｡
中 の下の層は,平均 して12.1ライの農地を相続 し,自己の能力で6.3ライの農地を購入 してい




入 している｡No.90は夫婦と子供 8人の10人暮 しであり,20ライの 農地所有者である｡家鴨
と豚を飼い,仲買いからの 収益を蓄積 し,1964年に4ライのケナフ畑を 1,900バーツで売り払
って,新 しく8ライのケナフ畑を5,000バーツで購入 している｡家屋も1,100バーツで売って,
4,500バーツで新 しく建てかえた｡また,No.25は夫婦と子供 3人の5人暮 しである｡1965年
に,水田15ライと畑4ライを9,200バーツで売 り払い,ダンパーワピィーに水田70ライと畑地
表 7 農 地 相 続 分 と 増 加 分 (93農家,階層別平均) (単位 :ライ)















田 畑 菜園 計 ■ 田 畑 菜園
18.3 0.1 0.1 18.5
9.6 0.6 0.110.3
21.9 2.1 0.3 24.3
9.9 2.1 0.112.1
5.1 0.8 0.0 5.9
0.0 0.0 0.1 0.1
9.9 0 . 9 0.110.9
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水野 :階 層 構 造 oj分 析










イの農地を 所有している｡ この家族は,家鴨と鶏の飼百,家畜の仲買い 活動が 盛んである｡
No.83は大 姉と予供 3人の 5人蓉 Lである｡1964年に35ライの農地を所有 していたが,豚の
銅百と家畜商からの収益で,1965年には畑地 3ライを600バーツで買い,1966年には 10ライU)
ケナフ畑を購入 しているO
上の下は平均 して10.3ライの農地を相続 し,8.2ライを買 い たしている｡No.111は現在,付
と未婚の予女 5人,娘大 鋸 と孫 3人の11人蓉 Lである｡現在所持 している農地26ライのうち,
12ライは妻の兄大 姉が ウドーンに移動 したときに購入 したoNo.18は現在夫婦と J'･供 3人uj
5人蓉 Lであり,娘 1人は結婚 して別居T一している｡27ライC/)農地を持っているが,そのうち5
ライは,1964年に妻の姉の息子夫婦 が他村に移動したときに4,000バーツで買い求めた｡No.85




2組がウ ドーンとダンパーワピィ一に 移動 したので,その農地20ライを買い取った｡No.105
は娘夫婦と孫の9人新 しであり,70ライの農地をもつ｡そ0)うち相続分は25ライで20ライは妻
の姉大姉がチュンペ-にl'tlたときに買い取り,残 りの25ライは他の人から購入した｡No.67は
夫婦と十供4人の 6人暮 しで,娘夫婦が別属 している｡現在74ライの農地を所有するが,そり
うち13ライは妻の親から, 7ライは夫の親から, 3ライは大の弟から相続 し,他は自己の力で
獲得 したものである｡1964年には水田11ライを5,000バーツで買い,さらに畑 5ライを2,000バ
ーツで購入 した｡No.677は大 姉 と未婚の子女 7人,娘大鋸 と孫の12人持しである｡農地30ラ
イを所有 していたが,1965年に畑地 8ライを 3,500バーツで購入した｡
このように,どの階層をとってみても農地購入の何列は多い ｡ 下の 卜に属する親族労働者 も,
家族の周期的発展段階を通過 しながら農地を次第に蓄精し,よりrTlLJ京 ､階層に移動してい く ｡ も
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お わ り に
以上,分析した点を要約して結びとしよう｡
部落は無家格型の社会であって,身分階層制は認められない｡家の地位は代々定まっておら
ず,個人の業績にもとづ くところが大きい｡村人の考え方にしたがうと,家の社会的地位の高
低の基礎は個人がなし遂げた家族再生産に対する貢献度にある｡そして,それは家族の周期的
段階上の形態と農地所有規模によって測定できる｡これを基準にして部落の社会階層を操作的
に上 ･中 ･下の三つの層に区分しうる｡さらに各層は上下に細分することができる｡生活様式
の点からいって,これら社会階層の間に特にかけはなれた差異はみられない｡家畜,生産用具,
日用品の大部分については,下層に所有者が少な く,上層と下層ではそれほどの違いはない｡
時計,ラジオ,自転車,スプーン, ミシンなどは所得と余剰に関連しているように思われる｡
寺院の寄進額もまた同様な傾向を示 している｡所得と余剰は社会階層と1対 1の対応関係を示
さない｡中の上がもっともよく,上の下がもっともわるく,下の下は比較的よい｡その理由は
すでに述べたどとくである｡指導者のうち,もっとも社会的勢力の大きいものは上の上に属す
るが,他の多 くの者は下層をのぞ く各層から選出されている｡また権力を手段として利用した
り,権力のために権力を求めることは村人の性格に反するところであって,部落には権力支配
のパターンは認められない｡上のような社会階層間の差異の実態が示すように,部落の階層は
構造化の度合がきわめて弱い｡部落には家族の周期的段階上の形態と農地所有規模にもとづい
て,連続的な多 くの社会階梯があり,個人と家族はその階梯を上下する｡この階梯は,村人の
目からすれば,世代や親族関係と重なり合って漠然と意識されているにすぎない｡ただし,年
齢や世代の原理をよりいっそう洗練 して部落を構造化する傾向はみいだされない｡
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